
市
で
は
、
織
部
焼
が
史
実
に
登

場
し
た
二
月
二
十
八
日
を
「
織
部

の
日
」
と
制
定
し
、
毎
年
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
、
「
織

部
の
心
作
陶
展
」
の
審
査
が
、
一

月
二
十
四
日
（
火
）
に
セ
ラ
ト
ピ

ア
土
岐
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
展
覧
会
は
、
織
部
の
心 

（
自
由
、
大
胆
、
豪
放
な
作
風
の

中
に
見
ら
れ
る
新
鮮
で
斬
新
な
感

覚
）
で
作
っ
た
作
品
を
公
募
し
た

も
の
で
、
全
国
各
地
か
ら
二
百
五

十
人
、
三
百
十
三
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。 

審
査
は
、
鈴
木
藏
氏
（
重
要
無

形
文
化
財
「
志
野
」
保
持
者
）
、

加
藤
幸
兵
衛
氏
（
美
濃
陶
芸
協
会

会
長
）
、
伊
藤
慶
二
氏
（
陶
芸
家
）

が
行
い
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
大
賞
に

選
ば
れ
た
の
は
、
市
内
在
住
（
肥

田
町
）
の
橘
美
穂
さ
ん
の
作
品

「
ボ
デ
ィ
ス
シ
リ
ー
ズ
」
で
し
た
。 

な
お
、
上
位
入
賞
作
品
六
点
と

五
十
一
点
の
入
選
作
品
は
、
二
月

二
十
五
日
（
土
）
か
ら
、
セ
ラ
ト

ピ
ア
土
岐
で
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。 

ＴＯＫＩ織部大賞　橘美穂さん「ボディスシリーズ」 

　
　 

　
　 

■
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
大
賞 

橘
美
穂
　
　
　
　
　
（
肥
田
町
） 

■
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
金
賞 

a
n
a
　
　
　
　
　
（
瀬
戸
市
） 

■
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
銀
賞 

安
田
周
司
　
　
　
　
（
瑞
浪
市
） 

■
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
織
部
銅
賞 

江
村
和
彦
（
知
多
市
）
、
小
山
耕

一
（
東
京
都
台
東
区
）
、
津
守
愛

香
（
滋
賀
県
甲
賀
市
） 

織
部
の
日
記
念
事
業
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課
（
内
線

５
５
４
）
へ
ど
う
ぞ
。 

市
で
は
二
月
五
日
（
日
）
、

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
、
平
成
十

七
年
度
市
功
労
者
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
本
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
二
十
三
人
の
方
を
表
彰

す
る
と
と
も
に
、
二
人
と
一
団

体
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。 

被
表
彰
者
・
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
た
方
々
は
、
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉 

　
　 

　
　 

■
民
生
児
童
委
員 

高
橋
満
代
、
奥
村
逸
子
、
加
藤

若
雄
、
林
喜
胤
、
田
中
直
子
、

稲
垣
義
則
、
鈴
木
義
隆
、
小
村

照
美
、
水
野
英
子
、
鷲
見
勲
、

水
野
公
、
田
中
伸
一
、
加
藤
吉

之
、
田
中
絹
子
、
伊
佐
治
清
一
、

奥
村
佳
子
、
宮
部
亮
司 

■
交
通
安
全
協
会
役
員 

福
島
兵
一 

■
消
防
音
楽
隊
員 

加
藤
多
津
子
、
成
瀬
奈
津
子
、

伊
納
美
幸 

■
森
林
組
合
役
員 

水
野
博 

■
体
育
功
労 

塚
本
廉
之 

  

加
藤
　
三
、
亀
谷
孝
雄
、
東
濃

地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会 

審査審査の様子の様子 審査の様子 


